
京都大学岡山天文台の
広報活動

２０２３年度
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京都大学岡山天文台



主な広報活動

 施設公開等

ドーム外周回廊開放

ドーム内見学

特別公開

電視観望会

 マスコミ対応、他

 ウェブサイトの公開
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ドーム外周回廊開放
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せいめい望遠鏡ドーム３階外周
に設置された回廊を開放してい
る。窓越しに せいめい望遠鏡
の見学ができる。

 開放日 下記をのぞく毎日
年末年始、整備・作業期間、
雨天・強風・積雪時

 開放時間 9:00から16:30

 見学者数のカウントはして
いない。

天文台前の階段より登って、３階外周回
廊を１周できる。



ドーム内見学

 岡山天文博物館による せいめい望遠鏡見学ツアー

岡山天文博物館のスタッフが案内する見学ツアー

 月1から3回実施、1回の参加定員は10人

 開催日は岡山天文博物館ホームページで案内

2023年度 25回 参加者数 127人

 岡山天文台が直接受け入れた見学

各種団体、中学高校 11件 259人
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せいめい望遠鏡 電視観望会

せいめい望遠鏡で撮影した映像をリアルタイムで岡山天文
博物館のプラネタリウムドームに投影。研究者の解説を聞
きながら映像で天体観望を行なう。年間4回実施。
主催 岡山天文博物館 共催 京大岡山天文台、国立天文台
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 5月27日 参加者30人
 8月27日 参加者30人
 11月25日 参加者38人
 3月16日 参加者31人
参加料
高校生以上1,000円
小中学生500円
（天文博物館が徴収）



岡山天文台施設特別公開

2023年10月28日 開催 来場者 約250人

「京大ウィークス2023」の関連イベントとして開催

「あさくち天文台フェスタ」に共催

内容

・せいめい望遠鏡 公開
・施設、研究紹介の

パネル展示

6



記者発表・マスコミ対応
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 記者発表

5月27日
史上最大質量の超高速恒星プロミネンス噴出
－せいめい望遠鏡が捉えた極限宇宙天気現象－
井上 峻（物理学第二教室 宇宙線研究室）

 取材対応 6件

6月10日放送 知られざるガリバー（テレビ東京系列）
など



ウェブサイトの公開

岡山天文台のウェブサイトを下記ＵＲＬで公開している

3月29日 リニューアル オープン

https://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/general/facilities/okayama/

※ 現在、スマホ画面には対応していません

論文紹介 や 研究成果のウェブ発表

に対応いたしますので、ご相談・ご

連絡をお待ちしています。
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